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カブラハバチにおける Ultrabithorax (Ubx) による後胸および第 1 腹節の運命決定
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　昆虫の体節の運命決定にはホメオティック遺伝子群が
重要な役割を果たすことが知られている（Robertson and 
Mahaffey, 2009）。さまざまな昆虫で相同遺伝子が同定さ
れ、キイロショウジョウバエで蓄積された知見との比較
から、これらの遺伝子機能が解析されている。カブラハ
バチ（Athalia rosae ruficornis）では RNA-seqによるトラ
ンスクリプトームと解読された全ゲノム配列を利用し
て、ホメオティック遺伝子群が同定されている
（Hatakeyama et al., 2017）。カブラハバチの幼虫は腹部に
顕著な付属肢（腹脚）をもち、これらの形成に関わる分
子機構、特にホメオティック遺伝子の関与については非
常に興味がもたれる。なかでも Bithorax-Complex（BX-C）
に属する Ultrabithorax（Ubx）、abdominal-A（abd-A）お
よび Abdominal-B（Abd-B）は、後胸部から腹部にかけて
の体節の運命決定に関与することが知られている。昨年
の第51回大会では、これらの遺伝子を胚発生期に RNAi
によってノックダウンし、得られた表現型からそれぞれ
の遺伝子機能について解釈し、1）Ubxは第 1腹節
（abdominal segment 1: A1）での付属肢形成を抑制、2）
abd-Aは A2～A8での腹脚形成を誘導、3）Abd-Bは A9、
A10の運命決定とそれらの節で腹脚形成を抑制、するこ
とが示唆された（Hatakeyama, 2016）。
　このうち Ubxノックダウン個体のみがその後も生育す
ることから、胚発生期に決定変更された体節の運命がそ

の後どうなるのかを追跡し、変態期に Ubxをノックダウ
ンした場合に生じる影響と比較した結果を報告する。胚
発生期に Ubxをノックダウンした時に生じる A1の付属
肢様の構造は幼虫期を通して維持された。この構造は羽
化した成虫でも維持され、さらに背板側部には新たに翅
様の構造を生じた。胚発生期に胸部に運命変更された元
A1では、胸部としての運命に従って下流の遺伝子発現が
制御され、形態が形成されると考えられる。一方、変態
期に Ubxをノックダウンすると後翅が前翅に、後胸
（thoracic segment 3: T3）の模様が中胸（T2）様にそれぞ
れ変更された。また、A1の背板の模様も T2様に変更さ
れたが、翅様の構造は生じなかった。これらの結果は、
キイロショウジョウバエをはじめとする他の昆虫で示さ
れている結果と類似しており、変態期の Ubxは T2への
分化抑制と付属肢の特殊化を担っていると考えられる。
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